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東北食農ネットワーク”T-FAN”第 17 号をお届けします。

第 1７号では，東北ハイテク研が東北農政局との共催、公益財団法人農林水産・食品産業

技術振興協会（JATAFF）の後援により平成 30 年１月２５日（木）に仙台で開催しました

『平成 29 年度産学官連携セミナー』についてお知らせします。

本セミナーは、産学官連携による研究開発の進め方や、農林水産省における「農林水産技

術会議事務局関連の競争的研究資金の紹介、さらには東北ハイテク研のコーディネータによ

る競争的研究資金への応募相談を目的として開催しています。本年度のセミナー参加者数は

８０名で、例年を大きく上回る参加者数となり、セミナーへの関心の高さが伺えました。

主たるセミナーのプログラムは開催案内のとおりですが、今回のセミナーでは特に以下の

点に重点をおいて開催しました。

１）平成 30 年度から予定されている農林水産省の競争的研究資金は、農水省が推進して

いる「知の集積と活用の場」の推進を強く意識したものとなっており、産学連携協議会、研

究開発プラットフォーム、研究コンソーシアムへの参加が有利になる仕組みとなっている。

２）そのため、研究開発プラットフォームや研究コンソーシアムの設立とそれに基づく競

争的研究資金の獲得について豊富な経験を持っている東北ハイテク研究会会長の宮澤陽夫・

東北大学教授が基調講演を行った。

３）農水省における「農林水産技術会議事務局研究資金」に係る事業・公募説明について

は、多くの質問時間を設け、新たな研究資金の特徴と応募の仕方についての疑問の解消に努

めた。質疑では、①既存のプラットホームへの参加の仕方や新たに設立する場合の要件につ

いて、②農家等生産者を研究に参加させる場合の e-rad での登録の問題点、③開発研究ステ

ージにおける民間企業参加におけるファンド事業の条件等、に質問が集中した。

４）事前登録いただいた個別相談件数は 14 件、説明会後に残って相談を受けたのは１０

件であった。
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セミナー開催のねらい
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産学官連携セミナー、相談会の様子


